
 

  

当病院で活動されているドクターに、各専門分野での 

取り組みや、医療への想いを語っていただきます。 
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――先生は青森市のご出身とうかがいました。これまでのご経歴をお話いただけますか？ 

 

青森市の浦町
うらまち

奥野
お く の

、通称「観光通り」を一本入ったところで、比較的まちなかで育ちました。青森高

校から弘前大学医学部に進み、卒業後初期研修で青森市民病院に 2 年間お世話になった後、弘前大学病

院勤務となりました。実は 2022 年４月から 10 月まで、十和田市立中央病院に勤務していました。その

後は弘前大学病院に勤務していましたが、2024 年４月から十和田市立中央病院に戻り現在に至ります。

結婚しておりまして、娘が一人、６月で５歳になりますが可愛いですね。家族は弘前に住んでいまして

今は単身赴任です。 

 

――脳神経外科医を目指されたきっかけは何

でしょうか？ 

  

もともと外科系の診療科に進みたいという

のがありました。きっかけになったのは、あり

きたりですが海外の医療ドラマです。脳神経外

科を選んだ理由としては、大学時代の実習の時、

全部の科を回ってみて一番興味を持ったのが

脳神経外科でした。脳を見た時、きれいだなと

思ったんです。これはちょっとありきたりじゃ

ないかもしれません(笑)。 
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――先生の専門とする疾患・得意分野をお教えください。 

 

一般的な脳疾患全般を診ています。脳卒中関連（くも膜下出血、脳出血、脳梗塞など）や、あとは良

性の脳腫瘍、例えば髄膜腫など当院でできるものは治療し、悪性のものなど大学病院に紹介すべきもの

はするよう、見立ても含めて対応させていただきます。 

 

――脳の病気で気を付けるべきこと、アドバイスなどありますか。 

 

頭の病気は色々ありますが、一番身近

で不安な病気と言えば先ほど挙げた脳

卒中関連ですよね。基本的には高血圧、

脂質異常症、生活習慣、喫煙、などが要

因になりうることが分っています。脳神

経外科を受診される方は高血圧でタバ

コを吸っている方が多いので、そこを改

善していっていただけると良いと思い

ます。また、青森県では塩分の摂取量は

どうしても高くなってしまいますので

そこを気をつけていただければ、脳神経

外科が暇になって…それが皆さんにと

って一番幸せなんだろうと思います

(笑)。あとは脳ドックを是非受けてくだ

さい。病気につながる異常があれば早期

に発見し、症状が出る前、発症前に対策

していければと思います。 

 

――脳卒中などの症状にはどんなものがありますか？ 

 

典型的な症状として、片方の手や足の動かしにくさ、顔半分の麻痺、しびれや歩行困難、言葉が出に

くくなる、人の言っていることが理解できなくなる、呂律が回らない、物が二重に見える、視野が欠け

る、嘔吐、激しい頭痛などがあります。症状が出たらためらわず直ちに救急車を呼んでください。  

 

――少しの症状で救急車を呼んで良いのでしょうか？ 

 

皆さん、様子を見たいと思われるのか、受診の際「昨日から症状があって…」と話す方が少なくない

です。脳の病気は症状が出たら、なるべくすぐに治療を始めるのが大事なので「おかしいな」と思った

らすぐ救急車を呼んでください。救急車を呼んでいいか迷ったら、緊急性など判断してくれる相談電話

＃7119 があるのでかけてみるのもいいと思いますが、気になる症状が出たら救急車を呼ぶのが一番い

いと思います。または家族に連れてきてもらっても良いので、とにかくできるだけ早く病院に来てくだ

さい。治療後の経過を考えても、速やかに受診することが重要です。  
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――脳神経外科医をされていて、やりがいを感じるところなど教えてください。 

 

脳の病気ですと、運ばれたときすでに意識障害だったり、本人は何もわからない状態で来る患者さん

もいます。治療をしたとしても寝たきりになってしまう場合もあり、ご本人やご家族にとって最適な治

療は何か考え、悩むこともあります。ただ大変だからこそ、患者さんの回復を感じたときは何より嬉し

いです。特にこれは、私がというより患者さんの頑張りなのですが、軽い脳梗塞などで手足が動かしづ

らいなどの症状で来た人がリハビリを頑張って、歩いて帰ってくれた時、また、もう少しリハビリ追加

ということで他のリハビリの病院に移った方が「こんにちは」と歩いて診察室に入って来た時は「おお

ーすごいね！がんばったね」と。外来でまた会えた時は本当に嬉しいし、ほっこりします。  

 

――休日はどのようにすごされていますか？ 

 

本当は、休みの日は弘前の自宅に帰りたいですが、当院脳神経外科は現在二人体制で一日おきに待機

しているので帰ることができていません。娘の保育園の行事、運動会などは何とか休みを取って参加し

ている状況です。お父さんここに居るよ!!と顔は出すようにしています(笑)。でも日々の子育ては丸投

げになっていてだめですね。来れるときは家族に十和田に来てもらっています。十和田は、美術館、公

園、駒っこランドなど、子供の遊ぶところが多く楽しくすごしています。また、十和田を拠点に八戸など

近隣に足を延ばしたりしています。 

 

――リフレッシュできる趣味や凝っていることなどはありますか。例えば車好きの先生もいますが… 

 

趣味らしい趣味は無いですね。車は乗れればいいやという感じでこだわりは無いです。実は車を持って

きていないので、十和田では自転車通勤しています。趣味というほどではないですが、最近休みの日に

一人カラオケをしてみました。単身赴任で一人なので、試しにやってみようと思いつきまして。意外と

楽しめました。 

――学生時代に打ち込んでいたものはありますか？ 

 

部活動で、テニスは割と頑張ってました。中学校の

時はソフトテニス、高校からは硬式テニスで、だいた

い６年間硬式テニスをやっていました。今は全くやっ

ていませんが大学時代はかなり打ち込んでいました。 

 

――食事も仕事のパワーの源と思いますが、好きな

食べ物、嫌いなものもあれば教えてください。 

 

お肉系が好きです。昔ほど脂っこいものは食べませ

んが…。食べないというか食べられないというか。十

和田で初めて馬肉料理屋さんに行きましたが馬肉も

美味しいですね。嫌いな食べ物は無し。好き嫌いは無

いです。 
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――最後に市民の皆さんへメッセージをお願いいたします。 

 

脳の病気は、なってしまうと後遺症が残ったり、退院後も

ADL（日常生活動作）が著しく低下してしまうことも多いの

で、まずは、ならないよう予防を心がけて生活することが大

切です。たばこは絶対だめです。お酒は少量ならと言われて

いますが、脳出血との関連を指摘されているので、基本的に

飲まないで済むなら、飲まない方がいいと思います。あとは

適度な運動をするなど生活習慣病の予防が、頭の病気のみな

らず様々な病気の予防になります。また、脳ドックなど検診

を定期的に受けることも重要です。何か気になる症状があり

ましたら我慢せず直ちに受診してください。 

 

 

 

 

 

 

 

所属学会：日本脳神経外科学会、日本脳神経血管内治療学会  

資格情報等：医師臨床研修指導医養成講習会 受講済、緩和ケア研修会修了、脳梗塞 t-PA 適正使用講習会  

 

 

（2025 年 7 月インタビュー）  
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